
質問順序 氏 名 質問方式 質 問 日

１ 水 本 定 弘 一 括 １２月１５日

２ 滝 口 友 美 一 括 〃

３ 木 山 耕 治 一 括 〃

４ 長　　谷　　川　　由　　美 一 括 １２月１８日

５ 金 子 遥 一 括 〃

６ 加 藤 大 嗣 一 括 〃

７ 小 川 裕 暉 一 括 〃

８ 早 川 仁 美 一 括 〃

９ 阿 部 英 光 一 括 １２月１９日

１０ 山 口 順 平 一 括 〃

１１ 清 野 匡 志 一 括 〃

１２ 藤　　村　　優　　佳　　理 一問一答 〃

１３ 岡 崎 進 一 括 １２月２０日

１４ 藤 本 恵 祐 一 括 〃

１５ 杉 本 啓 子 一問一答 〃

１６ 金 田 俊 信 一 括 １２月２１日

１７ 今 井 理 華 一 括 〃

１８ 山 﨑 広 子 一 括 〃

一 般 質 問 通 告 一 覧 表



　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨

１
スポーツ活動
への支援につ
いて

(1)

スポーツ活動を
行う子どもたち
への支援につい
て

・スポーツの分野において、全国大会等へ出場する子どもたちへ
の支援についての検討状況を問う。

(1)
現状の対応につ
いて

・現状において撮影を受け入れる場合の対応方法を問う。

(2)
フィルムコミッ
ション（ＦＣ）
の創設について

・撮影の受け皿を一元化するためのＦＣ創設の可能性について問
う。

(1)
子どもの目線に
立った政策の推
進について

・本市における子どもの目線に立った政策の推進について問う。

(2)
子どもたちの居
場所づくりにつ
いて

・本市における子どもが安心して過ごすことのできる居場所づく
りについて問う。

(1)
本市における状
況について

・本市における実態調査について問う。

(2)
安心して過ごせ
る居場所の提供
について

・インターネット上のメタバース（仮想空間）を活用した交流の
場の実現について問う。

(1)
不法投棄問題に
ついて

・本年10月に発生した大規模な不法投棄事件をはじめとした北部
地域の不法投棄への対応、再発防止策等について問う。

(2) 市境問題につい
て

・1992年に湘南ライフタウンが完成して以来、市境線を巡る問題
に進展がみられないが、これまでの協議の進捗と現状、今後どの
ように進めていくのか等について問う。

２

安心して子ど
もを産み育て
やすい環境づ
くりについて

(1)
産後ケア事業に
ついて

・本年11月から拡充された産後ケア事業について、利用者負担割
合や事業者との契約料など決定に至った経緯やその根拠、今後の
展望等について問う。

３
持続可能なモ
ビリティにつ
いて

(1)
人が中心のモビ
リティ政策につ
いて

・全国的な少子高齢化による人口減少を見据えた本市の持続可能
な地域モビリティの在り方について、本市の中長期的なビジョ
ン、目標に向けた具体的な施策等について問う。

(1)

クリエイターシ
ティ・チガサキ
形成戦略事業の
進捗と考え方に
ついて

・文化的ブランドイメージの確立とその課題について問う。
・事業の進捗と展望について問う。

(2)

「ユネスコ創造
都市ネットワー
ク（ＵＣＣ
Ｎ）」加盟を目
指すことについ
て

・加盟により文化芸術創造のまちづくりを推進することについて
問う。

(3)
市民による活動
との連携とその
振興について

・市民の活動を文化的資源として生かすことについて問う。

(4)
子どもの活動を
支援することに
ついて

・子どもの文化芸術活動の活性化及びその支援について問う。

２

子どもの主体
性を大切にす
る政策につい
て

(1)
こどまちプロ
ジェクトでの取
組について

・「子どもを主体」として捉えることの考え方とその取組につい
て問う。

４

長谷川　由美

（１２月１８日）

一括

１
文化芸術創造
のまちの構築
について

北部地域の諸
問題について

３

木山　耕治

（１２月１５日）

一括

１

中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

２

水本　定弘

（１２月１５日）

一括

１

滝口　友美

（１２月１５日）

一括

１

２

２

映画やテレビ
などの撮影誘
致対応につい
て

子どもたちが
健やかに成長
できるまちに

ひきこもりの
状態などで生
きづらさを抱
えている方々
への取組につ
いて
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

(1)

小・中学生へ向
けた校内での自
転車の交通ルー
ルについて

・学校内でこれまで取り組まれていた交通ルールの講習の内容及
びコロナ禍を踏まえての取組を問う。

(2)
自転車運転時の
ヘルメットの着
用について

・自転車運転時のヘルメット着用状況及び今後の普及啓発の手法
について問う。

(1)
いじめ問題発生
時の教員間の対
応について

・いじめ問題発生時の担任教諭から学年主任等への報告や教諭間
の連携の状況等について問う。

(2)

いじめ問題によ
り不登校となっ
てしまった児
童・生徒への対
応について

・いじめにより不登校となってしまった児童・生徒が通常通り登
校できるようになるための学校も含めた教育委員会としての取組
について問う。

(1)
消防本署の整備
について

・築55年経過し、老朽化した本署の建て替え等について問う。

(2)
消防広域化に伴
う職場環境の整
備について

・バリアフリーや感染防止を考慮し整備することについて問う。

(1)
小・中学校の施
設整備について

・統廃合または複合化で行うかについて、市の方針を問う。

(2) 部活動について
・生徒が活発に活動できるための指導及び近隣住民の要望等への
対応について問う。

１
北茅ケ崎駅の
整備について

(1)
北茅ケ崎駅の利
便性向上のため
の取組について

・北茅ケ崎駅へのアクセスについての市の認識と、アクセスなど
の利便性を向上させる取組についての見解を問う。

２
ペット防災の
推進について

(1)
ペット同行避難
について

・ペット同行避難訓練を実施したことによって得た知見と、それ
を踏まえた災害時におけるペット同行避難への対応を問う。

３
地域自治・住
民自治の推進
について

(1)

まちぢから協議
会の事業と財源
の在り方につい
て

・地域自治・住民自治を担うまちぢから協議会の特定事業補助金
についての現状と課題や、事業と財源の在り方について市の見解
を問う。

(1)
子ども計画策定
について

・令和５年４月に子ども基本法が施行され、市町村は国の大綱と
県の子ども計画を勘案して計画を策定するよう努力義務が課され
た。令和７年４月の子ども計画の策定に向けて、どのような体
制、内容、スケジュール等で計画を策定していくのか伺う。

(2)
こども家庭セン
ターについて

・令和６年４月開設予定のこども家庭センターの進捗状況等を伺
う。
・こども家庭センターの設置には、その機能、体制、人材確保、
育成が重要である。市の見解を伺う。

(3)
保育行政につい
て

・支援の必要な児童や医療的ケア児等の受け入れ態勢について伺
う。
・保育料のきょうだい児のカウント、保育の質、保育士確保につ
いて伺う。
・公立園の布団、主食等の利用者負担軽減への取組や駐車場確保
等について伺う。

(4)
児童クラブにつ
いて

・来年４月の待機児童解消に向けての取組を伺う。
・児童クラブの保育の質について、現状と課題等を伺う。
・今後の取組等を伺う。

(5)
不登校支援につ
いて

・不登校児童・生徒への支援の状況を伺う。
・保護者支援についての現状と考え方について伺う。
・今後の取組等を伺う。

８

７

６

消防行政につ
いて

２
教育行政につ
いて

子ども・子育
て支援につい
て

５

金子　遥

（１２月１８日）

一括

１

安全安心に過
ごせる自転車
の交通ルール
について

２
学校内でのい
じめ問題につ
いて

小川　裕暉

（１２月１８日）

一括

早川　仁美

（１２月１８日）

一括

１

加藤　大嗣

（１２月１８日）

一括

１
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

(1)
総合相談体制の
さらなる強化に
ついて

・市役所における相談受付体制について、初めて来庁してもわか
りやすい窓口の工夫などについて問う。
・障がいの有無にかかわらず身近で幅広く相談できる相談環境の
充実について問う。

(2)

インクルーシブ
スポーツの普及
啓発に対する環
境づくりについ
て

・年齢、性別、障がいの有無にかかわらず誰もが楽しめるスポー
ツについて、本市としての取組状況と課題及び今後の計画などに
ついて問う。
・インクルーシブスポーツに安心して参加できるようにするため
のサポーター人材の育成について問う。

(3)
障がい者の健康
管理に対するサ
ポートについて

・障がいのある方に対する定期健康診断の進捗状況について、本
市の現状と課題及び支援体制などを問う。
・知的障がいがあるなど、コミュニケーションに配慮が必要な方
への歯科二次診療等の医療体制の充実について、本市における現
状と課題及び今後の計画等を問う。

(4)

成年後見制度を
安心して活用で
きる環境づくり
について

・知的障がいなど、障がいのある家族を持つ家庭に対する成年後
見制度の理解等の相談支援について、状況等を問う。
・親亡き後、残された障がいのある方に対する財産管理や身上支
援の準備について、本市としての相談支援状況と今後の支援の在
り方などを問う。

(1)
市民集会（市民
の集い）の実施
について

・まちぢから協議会が行う市民集会の開催状況及び市の把握状況
を問う。
・市民集会での市民からの意見・提案に係る議事録の公開状況等
を問う。

(2)
協働事業の制度
見直しについて

・令和２年度以降制度見直しの中の協働推進事業の検討状況を問
う。
・市民提案型協働推進事業の有効性を問う。
・市民主体・市民のチャレンジを応援するまちづくりの必要性を
問う。

(1)
障がい者の就労
について

・市内の就労継続支援ＡＢ型及び就労移行支援事業所における一
般就労の割合を問う。
・障がい者個々の就労能力の把握方法を問う。

(2)

一人ひとりの個
性にあったシー
ムレスな支援体
制について

・就労アセスメント（能力・適性・評価）の活用による支援の有
効性を問う。
・教育段階からの支援基盤整備の有効性を問う。

１

（仮称）茅ヶ
崎市感染症予
防計画につい
て

(1)

感染症に関する
啓発及び知識の
普及並びに感染
症の患者等の人
権の尊重に関す
る事項について

・新型コロナ禍の対策を踏まえて市民への啓発及び知識の普及、
人権の尊重に対する本市の取組を問う。

２

第３次茅ヶ崎
市子ども読書
推進計画につ
いて

(1)

とりくみ８「お
もしろい本、学
習の役に立つ本
をたくさんおこ
う」について

・おもしろい本、学習の役に立つ本に関して、本市の選定方法に
ついて問う。

３

茅ヶ崎市ジェ
ンダー平等推
進計画につい
て

(1)
ジェンダーにつ
いて

・男女の性差、ジェンダーの理解を深める取組について、現状と
課題、今後の展望を問う。

９

１１

１０

山口　順平

（１２月１９日）

一括

清野　匡志

（１２月１９日）

一括

１

阿部　英光

（１２月１９日）

一括

障がいの有無
にかかわらず
誰も取り残さ
ない環境づく
りについて

１
市民参加のま
ちづくりにつ
いて

２

誰もが生きが
いを持ち、活
躍できる支援
の策定につい
て
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

１
インクルーシ
ブについて

(1)
インクルーシブ
と特別支援級に
ついて

・茅ヶ崎市のインクルーシブ教育の推進と特別支援級から共生社
会への道筋について問う。

２

次世代を担う
若者の参政意
識向上につい
て

(1)
小・中学校の模
擬投票について

・藤沢市で実施されている模擬投票の茅ヶ崎市小・中学校への導
入について、その可能性及び検討状況を問う。

３
小学校給食に
ついて

(1)
牛乳代金の減額
について

・小学校給食における牛乳代金の減額等の早期実現に向けた検討
の進捗状況について問う。

４
市内アスリー
トの紹介につ
いて

(1)
市ホームページ
の活用及び充実
について

・市ホームページ「茅ヶ崎市トップアスリートの紹介」に活躍や
抱負などの情報の付加、市長表敬訪問時の様子を紹介した「日め
くり茅ヶ崎」とのリンクなど、充実化の進捗状況について問う。

５
高南一周駅伝
競走大会につ
いて

(1)

関係機関との調
整、コースの安
全確保及び人員
について

・高南一周駅伝競走大会の沿道警備体制、周辺交通規制などの関
係機関との調整結果と、2024年１月８日開催予定の第86回大会の
コースの安全確保策及び関係者の人員配置状況等を問う。

６
子どもＳＯＳ
について

(1)
一人一台端末の
活用について

・ＧＩＧＡスクール構想で導入された一人一台端末を有効活用し
た支援策について、研究の進捗状況を問う。

７
子どもの人権
ＳＯＳミニレ
ターについて

(1)
プライバシー保
護対策について

・子どもが「子どもの人権ＳＯＳミニレター」を保健室に取りに
行くときの周囲の目への配慮とプライバシー保護対策について問
う。

８

社会の変化に
応じた組織改
革・職員の意
識改革につい
て

(1)
人事諸制度の見
直しについて

・「茅ヶ崎市職員の人財育成基本方針」の「未来創造への挑戦」
「市民との関係の深化」「職員の目指す姿」を踏まえ、人事評価
制度などの人事諸制度の見直しの進捗状況について問う。

(1)
マンションの現
状の把握につい
て

・高経年マンションの問題点の把握とその対応策について問う。

(2)
今後の対応につ
いて

・管理組合のないマンションへの対応等及びマンション内のコ
ミュニティについて問う。

２
平時に発生す
る危機への対
応について

(1)
市民への情報発
信等の対応につ
いて

・停電等が発生したときの市民への情報発信等について問う。
・今後の対応について問う。

３

次世代青少年
育成プログラ
ム・アスリー
ト支援事業に
ついて

(1)
各種協会との連
携について

・子どもたちがスポーツを選択するための各協会の維持・強化に
ついて問う。
・今後の対応について問う。

(1)
斎場の運営状況
について

・施設の運営体制や利用者数推移、設備の稼働状況等について問
う。

(2)
運営上の課題と
今後の対処策に
ついて

・設備の保全・更改計画や稼働日数拡大、ＤＸ対応等の諸課題と
その対処策について問う。

(1)
小学校給食にお
ける食材の調達
について

・食材調達における品質・安全確保策や地産地消の取組等につい
て問う。

(2)

小学校給食にお
ける食材費等の
高騰対策につい
て

・食材費等高騰を踏まえた給食の質・量維持の取組や保護者負担
の軽減策等について問う。

２
安定的な学校
給食の提供に
ついて

１
茅ヶ崎市斎場
について

１２

藤村　優佳理

（１２月１９日）

一問一答

１４

藤本　恵祐

（１２月２０日）

一括

１３

岡崎　進

（１２月２０日）

一括

１
マンション管
理適正化法の
改正について
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

(1)

トライアル・サ
ウンディングの
募集要領や実施
方法、近隣への
配慮等について

・実施の経緯や根拠、延長等について、近隣への配慮がどのよう
に行われたのかを含めて問う。
・現在は減免（無料）で貸し出していることや、今後の使用料金
の決め方等について問う。

(2)

東横インホテル
の地域貢献施設
との関連につい
て

・地域貢献施設の構成や運営提案等について市役所前広場の活用
と関連した見地から問う。

２

市民ギャラ
リーの廃止と
ネスパ茅ヶ崎
ビルの今後の
利活用につい
て

(1)

市民ギャラリー
の３階、４階展
示室、５階創作
室は廃止する方
針が公表された
が、廃止の決定
が庁内でどのよ
うに協議された
かの経緯と、経
緯を記録した文
書の作成と存在
等について

・行政文書公開請求により公開された担当課の文書等に基づき、
茅ヶ崎市公文書等管理条例に定めた経緯や意思決定の分かる文書
が適正に作成されているか、茅ヶ崎市自治基本条例に定められた
市民へ説明する責務が全うできるのか、という見地等から問う。

３
茅ヶ崎ゴルフ
場利活用事業
について

(1)

茅ヶ崎ゴルフ場
利活用の事業者
募集要綱、計画
条件及び要求水
準書、基本協定
書等への市の考
え方について

・用途地域変更について、市の考え方を問う。
・広域避難場所の確保について、市の考え方を問う。

(1)
本市における住
宅リフォーム需
要について

・年間のリフォーム件数を問う。
・耐震改修費用に対する補助状況を問う。
・生活弱者に対する住宅改修費用の補助状況を問う。

(2)
市民及び市内事
業者への支援効
果について

・市民生活において、適切に住宅リフォームを実施することの意
義を問う。
・物価高騰状況において、本市が住宅リフォーム費用を助成する
必要性について見解を問う。
・住宅リフォーム助成制度が市内事業者の仕事を増やすことで、
直接的な支援策となることについて見解を問う。

(3)
経済的波及効果
について

・住宅リフォーム助成制度の費用対効果について、経済的波及効
果も含めて見解を問う。
・本市が、住宅リフォーム費用について幅広く助成する制度を創
設することについて見解を問う。

(1)

公共事業におけ
る労働条件担保
の必要性につい
て

・人件費高騰を理由として事業費を見直した事例において、実際
の労賃の推移を確認しているか否かを問う。
・本市が発注する事業において、労賃等の労働条件を担保するこ
との必要性について見解を問う。

(2)
本市における条
例制定の意義に
ついて

・公共工事における労働条件を担保する上で、公契約条例制定の
有効性について見解を問う。
・個人事業主やフリーランスの方の労働条件・雇用条件を担保す
ることについて見解を問う。
・本市が公契約条例を制定することについて見解を問う。

(1)
再開したピース
トレイン事業に
ついて

・再開に当たっての留意点を問う。
・得られた成果とその評価を問う。
・来年以降の取組を問う。

(2)

本市が2つの平和
都市宣言を持つ
自治体であるこ
とをアピールす
ることについて

・昨今の世界情勢を踏まえ、本市が２つの平和都市宣言を掲げる
意義を改めて問う。
・本市がさまざまな機会を捉えて、可能な限り２つの平和都市宣
言をアピールすることの意義を問う。

茅ヶ崎市役所
前広場利活用
トライアル・
サウンディン
グについて

１６

１
住宅リフォー
ム助成制度に
ついて

１５

金田　俊信

（１２月２１日）

一括
２

公契約条例制
定について

３
平和行政につ
いて

１

杉本　啓子

（１２月２０日）

一問一答
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

（質問日・質問方式)

(1) 現状について
・化学物質過敏症に関する市民からの相談で、「香害」に該当す
るものについて問う。
・「香害」に対する課題意識を問う。

(2)
今後の対応につ
いて

・実態調査など現状把握に関する今後の取組について問う。
・「香害」は予防が重要であり、集団生活に入る前の子ども達と
その保護者に対する周知啓発が必要と考えるが、見解を問う。
・「香害」から化学物質過敏症を発症した場合の支援体制につい
て問う。

(1)

だれもが安心し
てエスカレー
ターを利用する
ことについて

・エスカレーターの利用マナー向上についての課題意識を問う。
・エスカレーター利用マナーの周知啓発など、今後の取組につい
て問う。
・埼玉県や名古屋市のような、エスカレーターの安全な利用に関
する条例について、今後調査研究する予定はあるか問う。

(2)

自転車用ヘル
メットの購入促
進と購入費助成
の在り方につい
て

・現在行われている購入促進の取組を問う。
・購入費助成制度があれば購入促進に効果があると考えるが、見
解を問う。

(1)
健康寿命を延ば
す取組について

・助けを借りることなく健康的に日常生活を送ることのできる健
康寿命の延伸についての取組を問う。

(2)
ちがさき健康
チャレンジ事業
について

・健康増進活動への参加を促すためにアプローチした、ちがさき
健康チャレンジ事業の総括と今後の取組について問う。

(3)
医療費削減を目
指す施策につい
て

・2025年には団塊の世代が75歳以上となり、医療費の増大が懸念
される。保健所・保健センターが医師や歯科医師、保健師、薬剤
師等と連携し、また、保健事業のデータヘルスによる医療費の削
減に対する取組について問う。

(1)
賑わいある地域
経済の活性化に
ついて

・持続可能な観光産業の付加価値化を推進し、誘客を戦略的に進
めながら新しい交流市場や観光資源を創出することについて市の
見解を問う。

(2)

市内のヒト、コ
ト、モノ、カネ
の好循環につい
て

・素晴らしい資源と人財がある本市において、ヒト、コト、モ
ノ、カネが回りながら地域経済活動の循環が太くなるための施策
について、市の方針や考え等を問う。

(3)
市有地の有効活
用について

・茅ヶ崎市市有財産利活用基本方針が令和２年９月に出された
が、市が保有する未利用財産が有効活用されているかを問う。

いわゆる「香
害」について

健康寿命延伸
の施策につい
て

２

アフターコロ
ナ時代の地域
活性化と観光
産業について

１

２
安心して外出
できる街づく
りについて

１

１８

山﨑　広子

（１２月２１日）

一括

１７

今井　理華

（１２月２１日）

一括
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